
 

※令和４年度以降入学生用 

学校番号 T3030 

令和５年度 保健体育科 

 

教科 保健体育 科目 保健 単位数 １単位 年次 １年次 

使用教科書 現代高等保健体育 （大修館書店） 

副教材等 自校作成プリント 

 

１ 担当者からのメッセージ（学習方法等） 

・健康や安全に関する問題は一生関わる必要があります。日常生活で直面するであろう健康課題

を知り、その解決方法について学んでいきます。 

・教科書の他にプリント等を使用して学習します。実習もあります。 

 

 

 

 

２ 学習の到達目標 

保健の見方・考え方を働かせ、合理的、計画的な解決に向けた学習過程を通して、生涯を通じて

人々が自らの健康や環境を適切に管理し、改善していくための資質・能力を次のとおり育成する。 

（１）個人及び社会生活における健康・安全について理解するとともに、技能を身に付けるよう

にする。 

（２）健康についての自他や社会の課題を発見し、合理的、計画的な解決に向けて思考し判断す

るとともに、他者に伝える力を養う。 

（３）生涯を通じて自他の健康の保持増進やそれを支える環境づくりをめざし、明るく豊かで活

力ある生活を営む態度を養う。 

 

 

３ 評価の観点及びその趣旨 

観

点 
a:知識・技能 b:思考・判断・表現 c:主体的に学習に取り組む態度 

観
点
の
趣
旨 

健康を保持増進するための

課題や個人生活及び社会生

活における健康・安全課題

の解決に役立ち、自らの健

康を適切に管理すること及

び環境を改善していくため

の基礎的な事項を理解する

とともに、それらの技能を

身に付けている。 

健康を保持増進するための

課題や個人生活及び社会生

活における健康・安全課題に

ついての解決をめざして、知

識を活用した学習活動など

により、総合的に考え、判断

し、それらを表している。 

健康を保持増進するためには、

自らの健康を適切に管理する

こと及び環境を改善していく

ことが重要であることに関心

を持ち、個人生活及び社会生

活における健康・安全課題に

ついて、主体的に学習に取り

組もうとする。 

上に示す観点に基づいて、学習のまとまりごとに評価し、学年末に５段階の評定にまとめます。学習

内容に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価します。 

 



 

※令和４年度以降入学生用 

４ 学習の活動 

学
期 

単
元
名 

学習内容 単元（題材）の評価規準 

評価方法 

知(a) 思(b) 主(c) 

 

 

 

 

 

前 

 

 

期 

現
代
社
会
と
健
康 

１ 健康の考え方と成り立ち a: WHO 憲章前文における健康の

定義、生きがいを重視した健康観

などを例に健康の考え方が変化

していることを理解している。ま

た、健康の成立にはさまざまな主

体要因と環境要因がかかわって

いることについて理解している。 

b: 知識を活用し、課題解決に向

けて自分で調べたり、説明するこ

とができる。 

c: 健康の考え方と成り立ちにつ

いて、学習活動に主体的に取り組

もうとしている。 

 

 

定期考査 

提出ノー

ト 

定期考査 

提出ノー

ト 

 

 

 

その他成

果物 

 

提出ノー

ト 

授業への

取組 

受講態度

観察 

その他成

果物 

２ 私たちの健康のすがた a: 平均寿命ののびと死亡率の低

下といった健康水準向上とその

背景、生活習慣病の増加、わが国

の新たな健康問題について、基礎

的な事項を理解している。 

b: 知識を活用し、課題解決に向

けて自分で調べたり、説明するこ

とができる。 

c: わが国の健康水準の変化およ

びその背景などについて学習活

動に主体的に取り組もうとして

いる。 

 

定期考査 

提出ノー

ト 

定期考査 

提出ノー

ト 

 

 

 

その他成

果物 

 

提出ノー

ト 

授業への

取組 

受講態度

観察 

その他成

果物 

３ 生活習慣病の予防と回復 a: 生活習慣病にはどのようなも

のがあるのか、生活習慣病の予防

について、基礎的な事項を理解し

ている。 

b: 知識を活用し、課題解決に向

けて自分で調べたり、説明するこ

とができる。 

c: 生活習慣病とその予防につい

て、課題の解決に向けた学習に主

体的に取り組もうとしている。 

 

 

定期考査 

提出ノー

ト 

定期考査 

提出ノー

ト 

 

 

 

その他成

果物 

 

提出ノー

ト 

授業への

取組 

受講態度

観察 

その他成

果物 



 

※令和４年度以降入学生用 

 

 

 

 

 

前 

 

 

期 

 

 

 

現
代
社
会
と
健
康 

４ がんの原因と予防 a: がんは、肺がん、大腸がん、胃

がんなど様々な種類があり、生活

習慣のみならず細菌やウイルス

の感染などの原因もあることに

ついて理解している。 

b: 知識を活用し、課題解決に向

けて自分で調べたり、説明するこ

とができる。 

c: がんとその予防について、課

題の解決に向けた学習に主体的

に取り組もうとしている。 

定期考査 

提出ノー

ト 

定期考査 

提出ノー

ト 

 

 

 

その他成

果物 

 

提出ノー

ト 

授業への

取組 

受講態度

観察 

その他成

果物 

５ がんの治療と回復 a: がんのおもな治療法や緩和ケ

アについて理解し、がん検診の普

及や情報サービスの整備などの

社会的な対策について理解して

いる。 

b: 知識を活用し、課題解決に向

けて自分で調べたり、説明するこ

とができる。 

c: がんの治療と回復について、

課題の解決に向けた学習に主体

的に取り組もうとしている。 

定期考査 

提出ノー

ト 

定期考査 

提出ノー

ト 

 

 

 

その他成

果物 

 

提出ノー

ト 

授業への

取組 

受講態度

観察 

その他成

果物 

６ 運動と健康 a: 健康と運動の関係や、適切な

運動のしかたについて理解して

いる。 

b: 知識を活用し、課題解決に向

けて自分で調べたり、説明するこ

とができる。 

c: 健康にとっての運動の意味や

健康によい運動のおこない方に

ついて、学習活動に主体的に取り

組もうとしている。 

 

定期考査 

提出ノー

ト 

定期考査 

提出ノー

ト 

 

 

 

その他成

果物 

 

提出ノー

ト 

授業への

取組 

受講態度

観察 

その他成

果物 

７ 食事と健康 a: 健康と食事の関係や、健康的

な食事のとり方について理解し

ている。 

b: 知識を活用し、課題解決に向

けて自分で調べたり、説明するこ

とができる。 

c: 健康にとっての食事の意味や

健康的な食事のとり方について、

学習活動に主体的に取り組もう

としている。 

 

定期考査 

提出ノー

ト 

定期考査 

提出ノー

ト 

 

 

 

その他成

果物 

 

提出ノー

ト 

授業への

取組 

受講態度

観察 

その他成

果物 



 

※令和４年度以降入学生用 

 

 

 

 

 

前 

 

 

期 

 

 

現
代
社
会
と
健
康 

８ 休養・睡眠と健康 

 

a: 健康と休養・睡眠の関係につ

いて理解し、適切な休養・睡眠の

とり方について理解している。 

b: 知識を活用し、課題解決に向

けて自分で調べたり、説明するこ

とができる。 

c: 健康にとっての休養の意味や

健康によい休養のとり方につい

て、学習活動に主体的に取り組も

うとしている。 

 

 

定期考査 

提出ノー

ト 

定期考査 

提出ノー

ト 

 

 

 

その他成

果物 

 

提出ノー

ト 

授業への

取組 

受講態度

観察 

その他成

果物 

９ 喫煙と健康 a: 喫煙による健康影響、喫煙の

依存性、世界や日本で進められて

いる喫煙対策について、基礎的な

事項を理解している。 

b: 知識を活用し、課題解決に向

けて自分で調べたり、説明するこ

とができる。 

c: 喫煙による健康影響、喫煙の

依存性、世界や日本で進められて

いる喫煙対策について、学習活動

に主体的に取り組もうとしてい

る。 

 

 

定期考査 

提出ノー

ト 

定期考査 

提出ノー

ト 

 

 

 

その他成

果物 

 

提出ノー

ト 

授業への

取組 

受講態度

観察 

その他成

果物 

１０ 飲酒と健康 a: 飲酒による健康への短期的影

響・長期的影響について理解して

いる。また、日本および世界でお

こなわれているさまざまな飲酒

対策について、基礎的な事項を理

解している。 

b: 知識を活用し、課題解決に向

けて自分で調べたり、説明するこ

とができる。 

c: 飲酒による健康影響やさまざ

まな飲酒対策について、学習活動

に意欲的に取り組もうとしてい

る。 

 

 

定期考査 

提出ノー

ト 

定期考査 

提出ノー

ト 

 

 

 

その他成

果物 

 

提出ノー

ト 

授業への

取組 

受講態度

観察 

その他成

果物 



 

※令和４年度以降入学生用 

 

 

 

 

 

前 

 

 

期 

現
代
社
会
と
健
康 

１１ 薬物乱用と健康 a: 薬物乱用が心身の健康や社会

に与える影響、薬物乱用防止のた

めの個人や社会環境への対策に

ついて理解している。 

b: 知識を活用し、課題解決に向

けて自分で調べたり、説明するこ

とができる。 

c: 薬物乱用が心身の健康や社会

に与える影響、薬物乱用防止のた

めの個人や社会環境への対策に

ついて、学習活動に意欲的に取り

組もうとしている。 

定期考査 

提出ノー

ト 

定期考査 

提出ノー

ト 

 

 

 

その他成

果物 

 

提出ノー

ト 

授業への

取組 

受講態度

観察 

その他成

果物 

 

 

 

 

 

後 

 

 

期 

１２ 精神疾患の特徴 a: 精神疾患の例をあげ、発病の

要因とおもな症状について、また

現代社会における精神保健の課

題について理解している。 

b: 知識を活用し、課題解決に向

けて自分で調べたり、説明するこ

とができる。 

c: 精神疾患や現代社会における

精神保健の課題について、学習活

動に主体的に取り組もうとして

いる。 

定期考査 

提出ノー

ト 

定期考査 

提出ノー

ト 

 

 

 

その他成

果物 

 

提出ノー

ト 

授業への

取組 

受講態度

観察 

その他成

果物 

１３ 精神疾患の予防 a: 精神疾患を予防する方法や、

精神疾患の早期発見のために必

要なことについて理解している。 

b: 知識を活用し、課題解決に向

けて自分で調べたり、説明するこ

とができる。 

c: 精神疾患の予防について、課

題の解決に向けた学習に主体的

に取り組もうとしている。 

定期考査 

提出ノー

ト 

定期考査 

提出ノー

ト 

 

 

 

その他成

果物 

 

提出ノー

ト 

授業への

取組 

受講態度

観察 

その他成

果物 

１４ 精神疾患からの回復 a: 精神疾患の治療について理解

し、適切な治療や回復のために

は，どのような社会環境が必要か

理解している。 

b: 知識を活用し、課題解決に向

けて自分で調べたり、説明するこ

とができる。 

c: 精神疾患からの回復につい

て、課題の解決に向けた学習に主

体的に取り組もうとしている。 

定期考査 

提出ノー

ト 

定期考査 

提出ノー

ト 

 

 

 

その他成

果物 

 

提出ノー

ト 

授業への

取組 

受講態度

観察 

その他成

果物 



 

※令和４年度以降入学生用 

 

 

 

 

 

後 

 

 

期 

 

現
代
社
会
と
健
康 

１５ 現代の感染症 a: さまざまな感染症とその広が

り方、再興感染症と新興感染症に

ついて理解している。 

b: 知識を活用し、課題解決に向

けて自分で調べたり、説明するこ

とができる。 

c: 現代の感染症について、課題

の解決に向けた学習に主体的に

取り組もうとしている。 

定期考査 

提出ノー

ト 

定期考査 

提出ノー

ト 

 

 

 

その他成

果物 

 

提出ノー

ト 

授業への

取組 

受講態度

観察 

その他成

果物 

１６ 感染症の予防 a: 感染症予防の３原則について

理解し、予防のための個人の行動

選択や社会の対策について理解

している。 

b: 知識を活用し、課題解決に向

けて自分で調べたり、説明するこ

とができる。 

c: 感染症の予防について、課題

の解決に向けた学習に主体的に

取り組もうとしている。 

定期考査 

提出ノー

ト 

定期考査 

提出ノー

ト 

 

 

 

その他成

果物 

 

提出ノー

ト 

授業への

取組 

受講態度

観察 

その他成

果物 

１７ 性感染症・エイズとその

予防 

a: 性感染症・エイズについて理

解し、予防のための個人の行動選

択や社会の対策について理解し

ている。 

b: 知識を活用し、課題解決に向

けて自分で調べたり、説明するこ

とができる。 

c: 性感染症・エイズとその予防

について、課題の解決に向けた学

習に主体的に取り組もうとして

いる。 

定期考査 

提出ノー

ト 

定期考査 

提出ノー

ト 

 

 

 

その他成

果物 

 

提出ノー

ト 

授業への

取組 

受講態度

観察 

その他成

果物 

１８ 健康に関する意思決定・

行動選択 

a: 適切な意思決定や行動選択に

より、疾病等のリスクを軽減する

ことを含め，自らの健康を適切に

管理することが必要であること

について理解している。 

b: 知識を活用し、課題解決に向

けて自分で調べたり、説明するこ

とができる。 

c: 健康に関する意思決定・行動

選択について、課題の解決に向け

た学習に主体的に取り組もうと

している。 

定期考査 

提出ノー

ト 

定期考査 

提出ノー

ト 

 

 

 

その他成

果物 

 

提出ノー

ト 

授業への

取組 

受講態度

観察 

その他成

果物 



 

※令和４年度以降入学生用 

 

 

 

 

 

後 

 

 

期 

 

現
代
社
会
と
健
康 

１９ 健康に関する環境づくり a: 健康を保持増進するには、ヘ

ルスプロモーションの考え方に

基づいた環境づくりが重要であ

ることについて理解している。 

b: 知識を活用し、課題解決に向

けて自分で調べたり、説明するこ

とができる。 

c: 健康を保持増進するための環

境づくりについて、課題の解決に

向けた学習に主体的に取り組も

うとしている。 

 

定期考査 

提出ノー

ト 

定期考査 

提出ノー

ト 

 

 

 

その他成

果物 

 

提出ノー

ト 

授業への

取組 

受講態度

観察 

その他成

果物 

安
全
な
社
会
生
活 

１ 事故の現状と発生要因 a: 事故は、地域、職場、家庭、学

校など様々な場面において発生

していること、事故の発生には、

周りの状況の把握及び判断、行動

や心理などの人的要因、気象条

件、施設・設備、車両、法令、制

度、情報体制などの環境要因など

が関連していることについて理

解している。 

b: 知識を活用し、課題解決に向

けて自分で調べたり、説明するこ

とができる。 

c: 事故の発生要因について、課

題の解決に向けた学習に主体的

に取り組もうとしている。 

 

定期考査 

提出ノー

ト 

定期考査 

提出ノー

ト 

 

 

 

その他成

果物 

 

提出ノー

ト 

授業への

取組 

受講態度

観察 

その他成

果物 

２ 安全な社会の形成 a: 事故を防止したり事故の発生

に伴う傷害等を軽減したりする

ことをめざす安全な社会の形成

には、交通安全、防災、防犯など

を取り上げて、法的な整備などの

環境の整備、環境や状況に応じた

適切な行動などの個人の取組、及

び地域の連携などが必要である

ことについて理解している。 

b: 知識を活用し、課題解決に向

けて自分で調べたり、説明するこ

とができる。 

c: 安全な社会づくりについて、

課題の解決に向けた学習に主体

的に取り組もうとしている。 

 

定期考査 

提出ノー

ト 

定期考査 

提出ノー

ト 

 

 

 

その他成

果物 

 

提出ノー

ト 

授業への

取組 

受講態度

観察 

その他成

果物 



 

※令和４年度以降入学生用 

 

 

 

 

 

後 

 

 

期 

安
全
な
社
会
生
活 

３ 交通における安全 a: 交通事故を防止するには、自

他の生命を尊重するとともに、自

分自身の心身の状態や周りの環

境、車両の特性などを把握するこ

と、及び個人の適切な行動、交通

環境の整備が必要であることに

ついて理解している。 

b: 知識を活用し、課題解決に向

けて自分で調べたり、説明するこ

とができる。 

c: 交通事故防止について、課題

の解決に向けた学習に主体的に

取り組もうとしている。 

定期考査 

提出ノー

ト 

定期考査 

提出ノー

ト 

 

 

 

その他成

果物 

 

提出ノー

ト 

授業への

取組 

受講態度

観察 

その他成

果物 

４ 応急手当の意義とその基

本 

a: 応急手当の意義や傷病者を発

見したときの確認・観察のポイン

トについて理解している。 

b: 知識を活用し、課題解決に向

けて自分で調べたり、説明するこ

とができる。 

c: 応急手当について、課題の解

決に向けた学習に主体的に取り

組もうとしている。 

定期考査 

提出ノー

ト 

定期考査 

提出ノー

ト 

 

 

 

その他成

果物 

 

提出ノー

ト 

授業への

取組 

受講態度

観察 

その他成

果物 

５ 日常的な応急手当 a: 日常的なけがや熱中症の応急

手当の手順や方法について理解

し、実際に、日常的なけがや熱中

症の応急手当ができる。 

b: 知識を活用し、課題解決に向

けて自分で調べたり、説明するこ

とができる。 

c: 日常的な応急手当について、

課題の解決に向けた学習に主体

的に取り組もうとしている。 

定期考査 

提出ノー

ト 

定期考査 

提出ノー

ト 

 

 

 

その他成

果物 

 

提出ノー

ト 

授業への

取組 

受講態度

観察 

その他成

果物 

６ 心肺蘇生法 a: 心肺蘇生法の方法と手順につ

いて理解し、実際に、心肺蘇生法

をおこなうことができる。 

b: 知識を活用し、課題解決に向

けて自分で調べたり、説明するこ

とができる。 

c: 心肺蘇生法の原理と手順につ

いて、学習活動に主体的に取り組

もうとしている。心肺蘇生法の実

習に積極的に取り組んでいる。 

定期考査 

提出ノー

ト 

定期考査 

提出ノー

ト 

 

 

 

その他成

果物 

 

提出ノー

ト 

授業への

取組 

受講態度

観察 

その他成

果物 

 

※ 表中の観点について a:知識・技能 b:思考・判断・表現 c:主体的に学習に取り組む態度  


